






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　．sエme 1　　2 3　　4 5 6 7 8 9 10 11 12
Frequency 1 1 6 ll 13 6
Class土fi－
@　　・ Seabreezeca七lon
　・slme 13　1415　1617 1819 20 21 22 2324


















































































































































































































































































































































　．slme 19 20 21 22 23 24
Coal（七〇n）
g．oil（k1）
295．9
S35．5
294．4
S10．2
296．5
S07．8
291．3
S48．6
258．1
S23．3
251．9
S09．5
Ra七es　of　sulfur　con七aln，al：0．01
h．oi1：0．027
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観……
O㌔三三㌔‥∴
ノ＼
1田！
し／
箕面市
豊中市
、外偏li
／；　　　　　　ゾー　　⊃db
＼一〆老C
Fig．1－3
　　＼
　　＼・、
＼　　　　　v’1
（｛　z
〔コ
べ
ノ
r’A
し．へ
　　　礁口市1・「
　　　　　＼．一〈　　　　　　」’・・
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　　　　　　　　　　　大東市シ
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　　　．r
松原市〆ノ・・1
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　g＼＿．藤井寺市！
　　　　　　　　　　＼　　　　　　　’】ノ
美原町k、羽曳野市7
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定の犬気汚染虐彫則所で1勇間乎均イ直の経蒔変イヒが得られている。欠漫り17参局で存
狂すうが　14夕芭点でノ司θ手」：壱生了るこkは、ケか・った。乎均波、度は141也点のイて表
硫托み緻ヒした鋤呼均で’チ鳥れた，i地点の・砺をSi，1梯濃度をCi
と了うと乎tクjR度jl次式で・表わさオしる。
　　　　　　14　　　　　14
c・b・（t）ニ堰G、SiCi／il、Si 3－5
面積siは観測地点椰唇離の2写h点樋る直線で胴れた多月形の面積とし
て方リノFig．1－3でZ・分を．Table　l－oで面積を示す。
　　　4＿3　気象蟹見ラ貝’1イ直
　・分祈に便用した気象デ㌧ターぱ，チ前6昨のE刊天気19に書XLれた気　］f　th乙置，
犬阪管Z気象台で得られた風句，胤速，日射音，雲量，雨量，久圧変イヒの定時観
測値，sw　b・’犬阪府下14の55蒙観測所で測釦嫌風向．風速のMB7＄’・v：ヒでめ
う。
　　第5節要約
め姻の広域のK気1獄濃度のi扱ill・　，その地理的緋によ・て米国百テなわ
れている広域予報の方渚を週用することはZj亙当であう．　S・　Je方で’メ虫自の定性的
な沽梁予報か・言式みら小・ているが，汚梁濃度と汚梁物質排出強ノ夏との間に蓄積現象
等を表わし）る非定常な数式モデ’レを作成しノそれにょって汚梁の予測と大気の
浄イヒ能力を言7（thしようという言式み1；まだない。
　本章でtJ式、3－2）のよ」な撒式モデ」レを提示し，式中グあうパρラノーターり俳ヲ
性ヒ秒処理法を明らか・・した．rCta」e　iで1；　，先温．風、5豫1ぴの宕直坊
伺の介布まて・常時例定ざ皐な・砺．汚梁物質排出強度ヒ地表丘ζのSS蒙iR度デー
タ枯妾わられてあリ，j司tt式モデ・レの直肝可能である・
一36一
　提示（た数蚊モデレ、式（3－2）ヒその式午仁あるハσヲメーターが？テつケテ徴と／頁
疋をまとめると次のよ）IZkb。
1）非定常式て’あう。
2）　ラう梁今勿質（；Zな3嵩さ6P気、i主内∫z；勺鱗ノ：ザと出三され｛5。
3）　鴎P市域を覆）汚まされた大気の穴塊を仮定してわり、そつ舛積は責象芽イチ
　ドよフて変動するρイの修え婁IJハφラメーターZのKきごにナ丁応すbo
4）　気不主内の空気と気オ主外の空気はハ゜元メfiターrこよフて交i喚丁れる。
5）’・・　」メーターzと［埠副とL百哀．麟動勘線βらハつたター推建・こよ
　フて一？’（わうメズノご（エe目違ζ，虜戸申の犬きさLと須培／：乃ウ連（ている。
6）　ノぐ「・s’t一へ7－Zと（1「＋1（）　の積をilpイピヂξ数と名っ’∫ナたか／そ⑳イ直の，尺きさ
　によフて汚渠ホρテンシァルを評イ面了る。
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